
代
表
質
問

一
般
質
問
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◎代表質問

◎一般質問

代表・一般質問

【
問
】
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】
支
援
体
制
の
構
築

や
関
係
機
関
に
お
け
る
連

携
強
化
を
図
る
た
め
、
当

事
者
や
家
族
、
関
係
機
関

等
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
名
配

置
し
、
対
象
世
帯
の
把
握

や
支
援
を
進
め
て
い
く
。

【
問
】
結
ネ
ッ
ト
の
導
入

状
況
と
課
題
へ
の
支
援
は
。

【
答
】
１
８
５
町
内
会
の

う
ち
37
町
内
会
が
参
加
し
、

約
６
３
０
０
世
帯
、
８
０

０
０
人
が
活
用
。
役
員
に

高
齢
者
が
多
く
、
ス
マ
ホ

教
室
の
開
催
や
町
内
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
よ
り
、
技
術
面
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
災
害
時
の
救
護
所

等
に
お
け
る
看
護
師
等
の

応
援
体
制
は
。

【
答
】
６
年
２
月
に
応
急

救
護
実
技
研
修
を
開
催
。

地
域
の
看
護
力
や
救
急
救

護
力
を
向
上
さ
せ
る
研
修

会
を
継
続
し
て
実
施
し
、

参
加
し
た
看
護
職
に
、
災

害
時
に
支
援
を
い
た
だ
け

る
体
制
整
備
を
進
め
る
。

会派の代表が、６年度の施政方針や予算案大綱説明を問う

市政全般の事務の執行状況や今後の方針を問う

（とよかわ未来）
（日本共産党豊川市議団）

「南海トラフ地震の被害想定及び対策」
「本市の道路整備の状況」
「こども家庭センター」
「安心して暮らせる安全なまちづくり」
「重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用状況の調査及び
　利用の規制等に関する法律」
「より良い学校環境の整備に向けて」
「随意契約している事業等」
「安心して住める市営住宅と家賃補助制度の考え方、取り組み」 
「コミュニティバスの拡充とタクシー補助制度」
「国府小学校区の幹線道路における交通安全対策」 
「文化財の保存と活用」
「地域コミュニティの今後」

（公明党市議団)
（清廉の会） 

星 川 　 博 文
安 間 　 寛 子

柴 田 　 輝 明
松 下 　 和 司
加 藤 　 典 子
北 澤 　 伸 道
林 　 　 正 子 

中 村 　 太 治
倉 橋 　 英 樹
佐 藤 　 郁 恵 

神 谷 謙 太 郎 

野 本 　 逸 郎

井 川 　 郁 恵
八 木 　 月 子

３
日
間

　
14
人
の

課題は？

今後の見通しは？

事業の
進捗状況は？

井い

川が
わ

郁い
く

恵え

６
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

星ほ
し

川か
わ

博ひ
ろ

文ふ
み

６
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

公
明
党
市
議
団
代
表

と
よ
か
わ
未
来
代
表

①パノラマ撮影
　パノラマエックス線撮影のこと。歯を含んだ
顎の骨全体を撮影し、１枚の画像で全ての歯
などの様子や上下顎骨を見ることができる。
歯周病や虫歯の診断のほか、骨粗しょう症の
予備診断などができる精度の高い撮影法。
②セグメント配信
　ユーザーを属性や行動履歴などに基づい
て分類し、それぞれに最適なメッセージやコ
ンテンツを送信すること。

【
問
】
20
歳
と
30
歳
の
成

人
歯
科
健
診
の
検
査
項
目

に
パ
ノ
ラ
マ
撮
影
を
導
入

す
る
こ
と
の
効
果
は
。

【
答
】
学
校
等
で
健
診
の

機
会
が
な
い
若
い
世
代
が

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ

と
に
つ
な
が
り
、
定
期
的

に
受
診
す
る
人
を
増
や
す

こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

【
問
】
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
情
報
発
信
の
進
め
方
、

ス
マ
ー
ト
窓
口
推
進
事
業

の
効
果
は
。

【
答
】
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
イ

ベ
ン
ト
の
予
約
や
セ
グ
メ

ン
ト
配
信
等
の
運
用
を
始

め
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
を
活
用
し
、

書
か
な
い
窓
口
を
基
本
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

事
務
の
効
率
化
を
図
る
。

【
問
】
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
の
解
消
・
抑
制
に

向
け
た
主
な
取
り
組
み
は
。

【
答
】
定
員
の
少
な
い
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
、
移
転
に

よ
る
定
員
拡
大
を
図
る
た

め
の
予
算
を
確
保
し
た
ほ

か
、
ク
ラ
ブ
室
の
建
設
を

考
慮
し
て
い
く
た
め
、
土

地
の
地
質
に
係
る
調
査
経

費
を
計
上
し
た
。

①

②

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

読
み
取
る
か
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
」
よ
り
、

全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

ＩＣＴボランティアによるサポート
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③総合体育館の改修
　６年度から７年度にかけ
て、休館を伴う大規模な改修
を実施。レクアリーナは、６
年７月から12月まで利用で
きない予定。

柴し
ば

田た

輝て
る

明あ
き

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る

被
害
想
定
及
び
対
策
に
つ
い
て

代表・一般質問

【
問
】
大
規
模
災
害
対
策

と
し
て
、
避
難
所
の
指
定

増
や
備
蓄
充
足
の
考
え
は
。

【
答
】
指
定
避
難
所
は
市

内
に
93
カ
所
あ
り
、
約
３

万
７
千
人
を
受
け
入
れ
可

能
。
新
規
に
増
や
す
考
え

は
な
い
。
備
蓄
は
、
約
９

８
０
０
人
を
基
準
に
、
１

日
２
食
、
３
日
分
を
保
管
。

企
業
等
と
協
定
を
締
結
し
、

災
害
時
の
円
滑
な
供
給
体

制
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
総
合
体
育
館
の
改

修
期
間
中
の
レ
ク
ア
リ
ー

ナ
事
業
を
、
他
施
設
で
継

続
す
る
考
え
は
。

【
答
】
こ
の
場
所
が
あ
る

か
ら
こ
そ
実
施
し
て
い
る

事
業
で
あ
り
、
期
間
中
の

休
止
は
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
小
中
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
、

県
や
他
市
の
よ
う
に
計
画

す
る
考
え
は
。

【
答
】
管
理
諸
室
等
で
の

更
新
、
特
別
教
室
へ
の
設

置
な
ど
、
優
先
順
位
の
高

い
も
の
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

体
育
館
へ
の
設
置
の
考
え

に
至
っ
て
い
な
い
。

【
問
】
国
が
求
め
る
障
害

者
の
福
祉
避
難
所
へ
の
直

接
避
難
に
係
る
状
況
は
。

【
答
】
障
害
者
施
設
の
協

定
締
結
福
祉
避
難
所
は
３

カ
所
で
定
員
も
少
な
く
、

実
現
は
す
ぐ
に
は
難
し
い
。

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に

当
た
り
、
日
頃
か
ら
利
用

し
て
い
る
施
設
へ
の
直
接

避
難
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
公
立
保
育
所
に
導

入
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
具
体
的
な
機
能
と
導
入

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】
登
降
園
管
理
機
能
、

欠
席
連
絡
等
を
行
う
ア
プ

リ
連
絡
機
能
、
園
だ
よ
り

等
の
お
便
り
配
信
機
能
な

ど
が
あ
り
、
７
年
２
月
頃

に
は
本
格
稼
働
し
た
い
。

【
問
】
学
校
の
プ
ー
ル
の

授
業
に
係
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
モ
デ
ル
校
で
民
間

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を

活
用
し
た
授
業
を
実
施
し
、

維
持
管
理
費
の
削
減
や
教

員
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

【
問
】
職
員
の
資
質
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
加
え
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
を
行
う
。

【
問
】
被
害
想
定
は
。

【
答
】
揺
れ
や
急
傾
斜
地

の
崩
壊
な
ど
に
よ
る
全
壊

が
２
１
０
０
棟
、
津
波
に

よ
る
全
壊
が
14
棟
、
火
災

に
よ
る
全
壊
が
10
棟
で
、

死
者
１
２
３
名
、
断
水
率

96
％
、
停
電
率
89
％
を
想

定
。
応
急
活
動
の
た
め
の

重
要
な
路
線
で
あ
る
緊
急

輸
送
道
路
は
、
沿
岸
部
で

は
津
波
、
内
陸
部
で
は
橋

の
損
傷
に
よ
り
、
通
行
に

支
障
が
出
る
も
の
と
想
定
。

【
問
】
市
民
が
確
保
し
て

お
く
べ
き
飲
料
水
の
量
は
。

【
答
】
１
人
１
日
当
た
り

３
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
最
低

３
日
間
分
、
常
備
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】
自
治
体
間
の
相
互

応
援
協
定
の
内
容
は
。

【
答
】
職
員
の
派
遣
、
資

機
材
や
食
料
の
提
供
な
ど
。

多
く
の
応
援
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
状
況
だ
が
、
被
災

状
況
に
よ
り
応
援
の
到
着

に
時
間
を
要
す
る
場
合
も

あ
る
た
め
、
家
庭
に
最
低

３
日
間
、
で
き
れ
ば
１
週

間
程
度
の
備
蓄
品
を
用
意

す
る
な
ど
、
自
助
を
実
践

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

安あ
ん

間ま

寛ひ
ろ

子こ

６
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

八や

木ぎ

月つ
き

子こ

６
年
度
施
政
方
針
並
び
に

予
算
案
大
綱
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
豊
川
市
議
団
代
表

清
廉
の
会
代
表

③
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北き
た

澤さ
わ

伸の
ぶ

道み
ち

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

⑤サポートプラン
　支援を要する子どもや妊産婦等
への支援計画のこと。作成の対象
者は、母子や乳幼児の心身の状態
により、健康の保持・増進に関する
支援が必要な方や、要保護児童、
要支援児童とその保護者、特定妊
婦など。子どもや保護者との面談の
場などにおいて協働で作成するこ
と、当事者と共有することが重要。

④土木事業要望の改善
　町内会からの要望の
提出時期や件数の見直
しなどを実施するもの。
５年度を移行期間と
し、６年度から本格実
施する。

⑥仕掛学
　つい行動したくなるような仕掛けにより、
人の行動を良いほうに向ける学問のこと。
　市の自転車盗防止対策としては、利用者
の多い駅に未施錠で置いてある自転車のハ
ンドルに「盗難追跡対象」などと記載された
タグを取り付け、盗難防止とともに、鍵掛け
の啓発を図っている。

一般質問

加か

藤と
う

典の
り

子こ

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

松ま
つ

下し
た

和か
ず

司し

道
路
整
備
の
状
況
に
つ
い
て

【
問
】
国
道
・
県
道
の
改

良
工
事
に
合
わ
せ
、
接
続

す
る
市
道
の
改
良
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
は
あ
る
か
。

【
答
】
市
道
の
改
良
等
が

必
要
な
場
合
は
、
将
来
交

通
等
を
考
慮
し
、
接
続
部

分
は
国
・
県
が
、
必
要
に

応
じ
て
市
が
関
連
箇
所
の

工
事
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
地
域
要
望
に
応
え
る

た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
事
業
規
模
が
大
き

く
、
多
額
の
予
算
が
必
要

と
な
る
場
合
は
、
複
数
年

度
に
工
事
箇
所
を
分
割
す

る
こ
と
で
、
地
域
要
望
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
国

や
県
の
補
助
金
等
を
活
用

す
る
な
ど
、
財
源
確
保
に

努
め
て
い
る
。

【
問
】
土
木
事
業
要
望
の

改
善
を
生
か
し
た
今
後
の

取
り
組
み
は
。

【
答
】
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

地
域
の
意
見
を
聴
き
、
必

要
性
な
ど
を
十
分
に
検
討

し
て
事
業
化
を
進
め
る
。

ま
た
、
事
業
採
択
の
有
無

は
丁
寧
な
説
明
に
努
め
、

改
善
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】
設
置
の
意
義
に
つ

い
て
、
市
の
認
識
は
。

【
答
】
相
談
窓
口
の
集
約

に
よ
る
母
子
保
健
と
児
童

福
祉
の
連
携
、
サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン
作
成
を
通
じ
た
対

応
の
一
本
化
に
よ
り
、
相

談
体
制
強
化
に
つ
な
が
る
。

【
問
】
課
題
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
福
祉
部
門
と
の
情

報
連
携
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
活
用
な
ど
を
図
る
。

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン

作
成
に
よ
る
業
務
量
の
増

加
に
対
し
、
人
員
の
確
保

等
の
調
整
を
進
め
る
。

【
問
】
今
後
、
検
討
や
調

整
が
必
要
な
業
務
は
。

【
答
】
家
庭
児
童
相
談
室

は
、
教
育
分
野
と
の
連
携

強
化
の
た
め
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
移
管

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

不
登
校
等
の
対
応
、
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談
の
検
討
な
ど
を
進
め
る
。

【
問
】
設
置
に
関
す
る
主

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】
６
年
４
月
１
日
に

設
置
。
組
織
体
制
や
設
置

場
所
が
一
体
化
し
た
設
置

は
、
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

の
開
設
に
合
わ
せ
る
予
定
。

【
問
】
刑
法
犯
認
知
件
数

が
最
多
で
あ
る
自
転
車
盗

を
防
ぐ
た
め
の
対
策
は
。

【
答
】
仕
掛
学
を
活
用
し

た
自
転
車
盗
防
止
対
策
を

実
施
。
ま
た
、
防
犯
啓
発

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
た
。

【
問
】
特
殊
詐
欺
を
防
止

す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
対
策
装
置
購
入
費

補
助
事
業
を
65
歳
以
上
に

実
施
中
。
周
知
啓
発
を
徹

底
し
、
普
及
促
進
を
図
る
。

【
問
】
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
会
員
数
が
減
少

し
て
い
る
要
因
は
。

【
答
】
会
員
の
高
齢
化
や

定
年
延
長
制
度
の
導
入
な

ど
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
会
員
数
の
減
少
を

止
め
る
取
り
組
み
は
。

【
答
】
補
助
金
の
内
容
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周

知
に
加
え
、
各
団
体
で
は
、

会
員
の
募
集
チ
ラ
シ
の
作

成
や
勧
誘
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
事
業

の
今
後
の
計
画
は
。

【
答
】
６
年
度
か
ら
８
年

度
は
、
補
助
対
象
の
年
齢

制
限
を
撤
廃
し
、
全
年
齢

に
拡
大
す
る
予
定
。

⑤

⑥

④
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一般質問

倉く
ら

橋は
し

英ひ
で

樹き

随
意
契
約
し
て
い
る
事
業
等
に

つ
い
て

中な
か

村む
ら

太た
い

治ち

小
中
学
校
の
図
書
室
に
つ
い
て

林は
や
し

 

正ま
さ

子こ

重
要
土
地
等
調
査
法
に
つ
い
て

【
問
】
豊
川
駐
屯
地
周
辺

の
注
視
区
域
に
含
ま
れ
る

世
帯
数
は
。

【
答
】
国
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
１
１
２
の
町
字
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
お
よ

そ
１
万
２
千
世
帯
。

【
問
】
国
か
ら
情
報
の
提

供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
、

市
が
協
力
す
る
内
容
や
範

囲
は
。

【
答
】
国
が
行
う
土
地
利

用
状
況
調
査
は
、
不
動
産

登
記
簿
を
中
心
に
実
施
さ

れ
る
が
、
必
要
が
あ
る
場

合
に
限
り
、
土
地
等
の
利

用
者
そ
の
他
関
係
者
の
氏

名
、
住
所
、
本
籍
等
の
情

報
提
供
な
ど
を
す
る
も
の

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

【
問
】
国
に
対
し
、
住
民

説
明
会
の
開
催
や
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
を
要

望
す
る
考
え
は
。

【
答
】
前
者
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
周
知
や
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
り

質
問
等
に
対
応
で
き
る
こ

と
か
ら
実
施
は
考
え
て
い

な
い
と
の
こ
と
。
後
者
も
、

国
が
法
に
則
っ
て
実
施
し

て
い
る
制
度
で
あ
る
た
め
、

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

【
問
】
一
人
当
た
り
の
年

間
平
均
貸
し
出
し
数
は
。

【
答
】
小
学
生
は
25
冊
程

度
、
中
学
生
は
４
冊
程
度
。

【
問
】
図
書
室
に
使
わ
れ

る
予
算
の
仕
組
み
と
、
一

人
当
た
り
の
予
算
額
は
。

【
答
】
全
体
の
予
算
額
は
、

小
学
校
８
０
０
万
円
、
中

学
校
８
１
０
万
円
で
、
学

級
数
等
に
応
じ
て
各
学
校

に
配
当
し
て
い
る
。
児
童

生
徒
一
人
当
た
り
で
は
、

小
学
校
７
８
０
円
程
度
、

中
学
校
１
５
０
０
円
程
度
。

【
問
】
現
場
か
ら
、
小
学

校
は
予
算
面
で
か
つ
か
つ

に
な
っ
て
い
る
と
の
声
が

あ
る
。
貸
し
出
し
数
が
中

学
校
の
６
倍
以
上
あ
る
小

学
校
の
予
算
が
中
学
校
よ

り
少
な
い
現
状
で
、
予
算

措
置
を
含
め
、
よ
り
良
い

環
境
整
備
を
す
る
考
え
は
。

【
答
】
特
に
小
学
校
の
図

書
室
の
重
要
性
は
日
々
増

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
の
予
算
措
置
等

も
含
め
、
現
場
の
声
を
し

っ
か
り
受
け
止
め
、
よ
り

良
い
環
境
整
備
に
向
け
て

改
善
で
き
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
４
年
度
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
福
祉

団
体
へ
の
発
注
件
数
は
。

【
答
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
３
１
１
件
、
福

祉
団
体
等
が
８
件
。

【
問
】
福
祉
団
体
の
ほ
う

が
、
雇
用
の
創
出
や
社
会

参
加
促
進
の
手
助
け
な
ど

が
必
要
な
状
況
だ
と
思
う

が
、
福
祉
団
体
へ
の
発
注

を
今
以
上
に
で
き
な
い
か
。

【
答
】
障
害
者
就
労
施
設

等
か
ら
調
達
可
能
な
物
品

等
は
、
優
先
調
達
す
る
よ

う
に
周
知
を
徹
底
し
た
い
。

【
問
】
暮
ら
し
の
便
利
帳

の
契
約
方
法
は
。

【
答
】
暮
ら
し
の
便
利
帳

の
共
同
発
行
に
関
す
る
協

定
書
に
よ
り
協
定
を
締
結

し
、
作
成
し
て
い
る
。

【
問
】
公
募
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

公
募
す
る
理
由
は
。

【
答
】
業
務
の
遂
行
体
制
、

発
行
実
績
、
デ
ザ
イ
ン
性

及
び
公
平
性
な
ど
。

【
問
】
広
告
収
入
が
あ
る

事
業
の
た
め
、
公
募
な
ど

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
】
次
回
発
行
時
に
は
、

公
募
も
含
め
て
検
討
す
る
。

⑦重要土地等調査法
　自衛隊の施設など、
重要施設の機能の阻害
を防止するため、周辺
の区域のうち一定のも
のを「注視区域」「特別
注視区域」に指定し、調
査、規制等の措置を講
じることを定めた法律。

⑦

市が発行している暮らしの便利帳
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一般質問

国府駅前交差点

野の

本も
と

逸い
つ

郎お

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

今
後
に
つ
い
て

神か
み

谷や

 

謙け
ん

太た

郎ろ
う

幹
線
道
路
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
、

文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て

佐さ

藤と
う

郁い
く

恵え

安
心
し
て
住
め
る
市
営
住
宅
の

考
え
方
に
つ
い
て

【
問
】
改
訂
版
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
る
、
民

間
ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
た

市
営
住
宅
の
適
正
供
給
の

検
討
の
具
体
的
な
内
容
は
。

【
答
】
社
会
情
勢
や
環
境

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
市

営
住
宅
が
急
激
に
不
足
し

た
場
合
に
、
民
間
ア
パ
ー

ト
等
を
代
替
に
で
き
な
い

か
検
討
す
る
も
の
。

【
問
】
一
部
の
住
宅
棟
の

廃
止
方
針
は
、
空
き
部
屋

が
多
い
こ
と
等
が
理
由
と

な
っ
て
い
る
が
、
入
居
条

件
を
緩
和
す
る
考
え
は
。

【
答
】
将
来
的
に
必
要
な

戸
数
な
ど
を
考
慮
し
、
廃

止
の
方
針
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
入
居
収
入
基
準
額

の
裁
量
措
置
拡
大
は
、
現

在
で
も
子
育
て
世
帯
等
で

行
っ
て
い
る
が
、
継
続
的

に
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
改
善
に
向
け
た
今
後

の
考
え
方
は
。

【
答
】
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
に
よ
る
利
用
者
等
か

ら
の
要
望
に
つ
い
て
、
６

年
度
か
ら
２
カ
年
で
行
う

バ
ス
運
行
ル
ー
ト
再
編
に

反
映
し
て
い
く
。

【
問
】
国
府
駅
前
交
差
点

に
お
け
る
横
断
歩
道
橋
等

の
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

【
答
】
国
に
よ
る
と
、
５

年
12
月
ま
で
に
用
地
取
得

の
め
ど
が
立
っ
た
。
ま
た
、

横
断
歩
道
橋
の
設
計
や
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
を
５
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
６

年
夏
頃
の
設
計
完
了
を
目

指
す
と
の
こ
と
。

【
問
】
横
断
歩
道
橋
の
整

備
に
係
る
国
の
予
定
は
。

【
答
】
６
年
度
中
に
着
工

予
定
。
設
置
に
２
～
３
年

を
要
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

【
問
】
三
河
国
府
跡
の
保

存
に
係
る
今
後
の
予
定
は
。

【
答
】
６
年
度
か
ら
公
有

地
化
を
進
め
、
保
存
と
活

用
の
た
め
の
計
画
を
策
定
。

そ
の
後
、
発
掘
調
査
を
実

施
し
、
整
備
委
員
会
を
設

置
し
て
方
針
を
定
め
、
史

跡
公
園
と
し
て
整
備
す
る
。

【
問
】
文
化
財
保
護
行
政

に
大
切
な
こ
と
は
。

【
答
】
所
有
者
や
関
係
団

体
等
と
連
携
し
、
課
題
を

解
決
す
る
前
向
き
な
努
力
。

職
員
は
、
地
道
な
作
業
を

い
と
わ
ず
、
理
想
を
持
っ

て
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と
。

【
問
】
町
内
会
を
は
じ
め
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
様
々
な
主
体
間
の

連
携
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
答
】
企
業
等
の
資
金
面

の
支
援
に
よ
り
、
地
域
住

民
団
体
と
の
連
携
が
広
が

る
と
考
え
る
。
市
は
、
応

援
事
業
所
制
度
を
開
設
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
財
政

面
で
の
負
担
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
企
業

等
と
共
同
で
事
業
を
実
施

す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
補
助
金
を
交
付
す
る
等
、

多
様
な
主
体
間
で
の
連
携

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
、
こ
れ
ら
支
援
の
活

用
を
周
知
啓
発
し
て
い
く
。

【
問
】
町
内
会
役
員
の
負

担
軽
減
に
係
る
具
体
策
は
。

【
答
】
市
が
依
頼
す
る
組

回
覧
、
審
議
会
等
に
推
薦

す
る
委
員
及
び
会
議
等
へ

の
出
席
回
数
の
状
況
を
調

査
し
、
削
減
に
対
す
る
条

件
を
定
め
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
審
査
す
る
。

ま
た
、
町
内
会
関
係
の
手

続
き
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

に
よ
り
、
支
所
で
も
可
能

な
限
り
事
務
処
理
が
完
結

す
る
よ
う
図
っ
て
い
く
。


